
SERPAnalyzer：社会調査支援の為の SERPアーカイブからの

特徴的ランク変動分析システム

中部 文子 (指導教員：渡辺知恵美)

1 はじめに
商用検索エンジンによる検索結果ランキングは世の
中の動きにあわせて日々変化している．我々は，ラン
キングの変化を観察することで実世界で起こっている
事象を発見・分析できるのではないかと考え，社会科
学者向けWebページのランク変動収集・提示システム
「SERPWatcher」[1]とランク変動分析システム「SER-

PAnalyzer」を開発した．SERPWatcherは，利用者が
指定する検索キーワードに対して，さまざまな検索エ
ンジンの検索結果ランキングを定期的に収集し，ラン
キングヒストリを提示するシステムである．本稿では，
SERPWatcherのランキングヒストリから特徴的なラ
ンク変動を自動抽出・提示するシステム SERPAnaly-

zerの実装と活用について述べる．SERPAnalyzerで
は，Webページのランク変動からランクアップしてか
らランクダウンするまでの箇所を抽出し提示した．こ
れにより，社会事象に注目が集まった時期や規模や定
着度の推測が可能となった．

2 SERPWatcher

SERPWatcherは，過去のランキングヒストリを収
集し提示し，ユーザに社会事象の発見・分析を促すシス
テムである．まず，ユーザが興味のある検索キーワード
を指定するとシステムが週に一度検索エンジンGoogle,
Yahoo!, Infoseek, baidu, goo, being, excite による検
索結果を収集する．検索結果とは，1位から 500位ま
でのランキングとランキングを構成する各Webペー
ジのアーカイブである．これらランキングヒストリ提
示画面に反映する．図 1は，ランキングヒストリ提示
画面の一例である．Google で “貧困”と検索したとき
の 2010年 5月 20日 (基準日)に収集されたランキン
グとそれらのWebページの過去のランクを示してい
る．SERPWatcherにより，過去にどの検索エンジン
でいつどのようなWebページが何位にランクインし
ていたかを確認することができる．

図 1: SERPWatcherランキングヒストリ提示画面

3 SERPAnalyzer

SERPWatcherで長期間ランキングヒストリを蓄積
した場合，データが膨大になりユーザが特徴的なラン
ク変動を読み解くのは困難となる．そこで，ランキン
グヒストリから特徴的なランク変動の候補を抽出する
SERPAnalyzerを提供する．

3.1 浮上期間抽出

社会事象を特徴づける特徴的なランク変動として，
ランクアップしてからダウンするまでの動き「浮上期
間」に着目した．図 2に示すように，浮上期間の開始
日からは事象に注目の集まった時期が，浮上ランクか
らは事象の注目された規模，浮上期間の長さからは事
象の定着度が推測できる．

図 2: 浮上期間と社会事象を特徴づける 3指標

浮上期間抽出は，ランク変動を区分最小二乗法 [2]と
ランクの補完によって単純化したランク変動に対して
行った (図 3)．区分最小二乗法とは，2次元平面上の点
列をできるだけ少ない本数の直線で近似するアルゴリ
ズムである．ランクの補完とは，圏内 (500位以内)の
あるランクが圏外 (501位以下)になりすぐもとのラン
クに戻る個所について，圏外のランクを前後のランク
で補完することである．この単純化により，長期にわ
たるランク変動のおおまかな流れをとらえることがで
き，社会分析に適したランク変動を得ることができる．

図 3: 浮上期間抽出手順

3.2 分析画面

SERPAnalyzerの分析画面をユーザの分析の流れに
沿って図 4中➀から➃に示す．
画面➀でまず，分析対象 Web ページを検索エンジ
ン・検索キーワード・サブキーワードによって絞る．サ
ブキーワードを指定した際は，それをタイトルやスニ
ペットに含むWebページが対象となる．画面➁で対象
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図 4: SERPAnalyzerによる分析の流れ

Webページの浮上期間を抽出し，浮上開始日の頻度を
月ごとに集計したヒストグラムを示す．ここから，注
目の集まった時期の推測ができる．ユーザが興味のあ
る月を選択すると➂でその月に浮上したWeb ページ
の浮上ランクと浮上期間の長さを示す散布図が表示さ
れる．各Webページ群を選択して，それらのタイト
ルを確認したりそのページにリンクすることも可能で
ある．これにより，どのようなWebページが何位ま
でどのくらいの期間浮上していたかを知ることができ
る．さらに，SERPWatcherランキングヒストリ提示
画面➃に移動し詳細なランク変動を確認することもで
きる．

4 SERPAnalyzerを使った分析例
SERPAnalyzerを使い，有効な分析ができるか検証
を行った．検索エンジン：Google，検索キーワード：
貧困，サブキーワード：貧困率，を条件に絞り込んだ
Webページを対象に分析した例を示す．
まず，浮上開始日の月ごと頻度を観察した (図 5)．

図 5: 浮上開始日の月ごと頻度

図 5を見ると，2009年の 10月に多くのWebページ
が浮上しており，この時期に貧困率に関する話題に注
目が集まったことが推測できる．そこで，2009年 10
月に浮上開始したWebページの浮上ランク・浮上期
間について観察する．
図 6のWebページの分布から，主に浮上期間の短
いWebページのグループ，浮上期間が長いグループ
のうち浮上ランクが上位であるグループ，下位である
グループの 3グループがあることがわかる．まず，浮
上期間の短いグループはニュース記事やブログであっ
た (浮上期間が短い上位 27 件中ニュース 7 件ブログ
20件)．内容はどれも元厚生労働大臣の長妻昭氏が日
本の相対的貧困率が 2007年に 15.7％に達したことを

図 6: 浮上ランク・浮上期間 (2009年 10月浮上)

伝えるニュースとそれに言及するものであった．次に，
浮上期間の長いグループのうち浮上ランクが上位であ
るグループの内容を調査した (表 1)．相対的貧困率を
算出したことを伝える内容の厚生労働省公式ページが
含まれていた．これは多くの人が話題にしていた事象
の発端となるページである．多くの人が参照したこと
により上位に長期浮上したと考えられる．また，浮上

表 1: 長期・上位に浮上していたWebページ

期間の長いグループのうち浮上ランクが下位であるグ
ループは，掲示板が含まれることが特徴的であった (表
2)．掲示板は少数の人々が更新を繰り返す性質から低
いランクで長期浮上したと考えられる．

表 2: 長期・下位に浮上していたWebページ

5 まとめと今後の課題
本論文では，商用検索エンジンの検索結果ランキング
のヒストリから社会事象を反映すると思われるランキン
グの変化を抽出し，提示するシステム SERPAnalyzer
を提案した．ランクが浮上する期間を抽出することで，
注目された社会事象の詳細を知るきっかけを提示する
ことができた．今後，さまざまな検索エンジン・検索
キーワードの組み合わせによる分析を行い，より有効
な社会分析を行えるよう改良を加えていきたい．
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